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                夏休みだからこそできる体験を！ 
  

令和５年度１学期、保護者・地域の皆様、学校へのご支援・ご協力、大変ありがとうございました。心から

感謝申し上げます。今年度から、コロナ禍で得たよさを生かしつつ、通常の教育活動に戻しております。運動

会、授業参観や授業における体験活動も通常どおり行ってまいりました。２学期以降もよりよい教育活動を工

夫しながら実施してまいります。 

さて、子供たちは、この４か月で大きく成長しました。一人ひとりの成長は、先日行われた個人面談で各担

任よりお話させていただきましたが、終業式当日、担任から渡される「あゆみ」にも記されています。ご家庭

でお子さんと一緒に「あゆみ」を見ながら、１学期を振り返り、お子さんが見せた「がんばり」や「努力」を

褒めていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

２１日からは夏休みとなります。この夏休みだからこそできることにチャレンジし、たくさんの思い出を作

っていただきたいと思います。２学期の始業式に元気な姿で子供たちとお会いできるのを楽しみにしています。 

【５月のお話朝会でお話したこと】 

私が先生になった１つの理由である「考えること」について 

私は子供のころ野球をやっていました。一生懸命練習をしました。でも、うまくなりませんでした。大人に

なり、なぜ、うまくならならなかったのかがわかりました。それは、「『考えること』が足りなかったのだ」

とわかりました。ただただ夢中にやっているだけで、考えていなかったのだとわかりました。なぜ、打てない

のか。自分の課題は何なのか。「考えること」が必要であることがわかりました。 

そこで、私が子供のころできなかった「考えること」を大切に努力してほしいと思いました。 

例えば、漢字練習にしても、１行、考えて書くことが大切です。１文字１文字、覚えようと考えたり、「好き」

という漢字は、「女」の「子」と書くんだとか考えたりすることが大切だということです。 

自分がチャレンジしていることに対して、少し立ち止まり、もっとうまくなるために「考えること」を大切に

してほしい。凡事徹底の「靴そろえ」についても、「靴そろえ」も考えないとできないことです。自分自身で

「きちんと靴をそろえよう」と考え、実行することです。 

いつも「靴をそろえよう」と考えていると、考えなくてもできるようになります。 

「考えること」を大切にして、いろいろなことにチャレンジしてほしい。 

【先生たちも勉強しています！】 

６月２６日（月）に授業研究協議会を

行いました。４年３組の仲野身江先生

が、算数の「角の大きさ」において、

１８０度より大きな角の測り方の授

業を行いました。子供たちはこれまで

に習ったことを使って様々な方法で

解決していました。授業後、授業につ

いて教職員みんなで協議した後、西部

教育事務所の諏訪幸四郎先生と水谷

小学校の志田憲史教頭先生から、もっ

とよい授業にするために指導をいた

だきました。 

職員玄関のきれいになりました！ 

ボランティアで花を植えていただ

いた保護者の皆様、ありがとうご

ざいました！ 



 

 


